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調査の方法
• 目的

新型コロナウイルス感染症の影響により、
どの程度の診断・治療の遅れが生じたの
かを明らかにする。

• 実施時期
2023年5月17日依頼
2023年8月31日提出期限

• 調査対象
2017～2022年診断症例（国立がん研究
センターに提出した症例）

• 調査項目
右に示す29項目

• 集計・分析
年別・月別の登録数と治療開始までの日
数を集計・分析（全施設合計・施設別集
計）
＊ 部位別集計の区分は、原発部位の局在
コードと形態コードを使い、全国集計と同様
の方法で分類
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項目名 注
1 病院名 追加
2 診断年 追加
3 性別
4 診断時年齢
5 原発部位《局在コード》
6 市町村 追加
7 病理診断《形態コード》
8 診断日
9 診断施設
10 治療施設
11 症例区分
12 来院経路
13 発見経緯
14 ステージ（治療前・UICC） 追加
15 進展度（治療前）
16 進展度（術後病理学的）
17 ステージ（術後病理学的・UICC） 追加
18 外科的治療の有無
19 外科的治療の施行日（自施設）
20 鏡視下治療の有無
21 鏡視下の施行日（自施設）
22 内視鏡的治療の有無
23 内視鏡的の施行日（自施設）
24 放射線療法の有無
25 放射線療法の施行日（自施設）
26 化学療法の有無
27 化学療法の施行日（自施設）
28 内分泌療法の有無
29 内分泌療法の施行日（自施設）

＊今回の集計では、国立がん研究センターに提出した症例をそのまま用いており、起算日から5カ月を過ぎた治療についても
除外していません。全国集計の集計方法とは異なりますのでご注意ください（2024年5月23日追記）。



収集症例数
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2017 2018 2019 2020 2021 2022 総計

宮城県立がんセンター 1,907 2,001 1,983 1,993 2,032 2,095 12,011 

東北大学病院 3,533 3,633 3,999 3,651 4,016 4,062 22,894 

東北労災病院 1,204 1,280 1,200 1,153 1,253 1,087 7,177 

仙台医療センター 1,825 1,816 1,894 1,814 1,910 1,968 11,227 

東北医科薬科大学病院 1,274 1,430 1,447 1,500 1,745 1,695 9,091 

大崎市民病院 1,968 1,970 2,023 1,992 2,122 2,160 12,235 

石巻赤十字病院 1,975 2,047 1,976 2,061 1,959 2,092 12,110 

みやぎ県南中核病院 802 882 984 857 932 1,045 5,502 

総計 14,488 15,059 15,506 15,021 15,969 16,204 92,247 



収集症例数と責任症例数

2017～2019年
平均 2020年 2021年 2022年

症例数 15,018 15,021 15,969 16,204

前年との差 － 3 948 235

差% － 0.02% 6.31% 1.47%

4

収集症例数

2017～2019年
平均 2020年 2021年 2022年

症例数 12,353 12,580 13,440 13,662

前年との差 － 221 860 222

差% － 1.79% 6.83% 1.65%

責任症例数
…自施設診断で自施設治療開始または治療継続
もしくは、他施設診断で自施設治療開始または治療継続の症例
以下、この責任症例を対象として集計

コロナ禍にも関わらず、がん登録の症例は増加。
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１ 全施設合計・責任症例数
6月、10月の2つのピークがあり、
すべての月でコロナ前の2017-2020年よりも増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・男女別
男性は横ばい、女性は増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・男女別
男女別で見ても、6月、10～11月の2つのピークがあり、
多くの月でコロナ禍前の2017-2020年よりも増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・年代別
年代別では、50代、70代、80代での増加が、全体の増加に寄与。
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１ 全施設合計・責任症例数・年代別
50代では、4月～6月に増加。
70代と80代では、すべての月でコロナ禍前の2017-2020年よりも増加していた。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
26部位中13部位で前年よりも減少し、13部位で前年よりも増加した。
がん検診実施部位の中では、乳房と子宮頸部がわずかに増加した。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
胃、大腸、肺は前年と比較して大きな変化はみられない。
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１ 全施設合計・責任症例数・部位別
乳房と子宮頸部は、3月～4月、6月、10月にかけて3回のピーク。
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１ 全施設合計・責任症例数・発見経緯別
がん検診等（健康診断、人間ドックを含む）は増加し、2017-2019年を上回った。
他疾患の経過観察中の発見は、増加から横ばいへ。
その他（症状ありでの受診含む）もほぼ横ばい。
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１ 全施設合計・責任症例数・発見経緯別
がん検診等は、6～9月が増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
限局が増加し、他は横ばい。コロナ禍前の2017-2019年と比較しても、限局が増加。
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悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、白血病、他の造血器腫瘍を除いて集計
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
がん検診実施部位のうち、胃では、ほぼすべてで横ばい。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
大腸では、上皮内と限局がわずかに減少し、不明が増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
肺では、ほぼすべてで横ばい。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
女性乳房では、上皮内、限局、領域リンパ節転移、隣接臓器浸潤、遠隔転移のすべてで増加。
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１ 全施設合計・責任症例数・進展度別
子宮頸部では、上皮内が減少し、限局と隣接臓器浸潤が増加。
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まとめ１
全施設での症例数

• コロナ禍にも関わらず、がん登録の症例は増加。
• 責任症例は、 6月、10月の2つのピークがあり、すべての月でコ
ロナ前の2017-2020年よりも増加。

• 男女別では、男性は横ばい、女性は増加し、年代別では、50
代、70代、80代での増加が、全体の増加に寄与。

• 26部位中13部位で前年よりも減少し、13部位で前年よりも増加
した。がん検診実施部位の中では、乳房と子宮頸部がわずかに
増加した。

• がん検診等による発見は増加し、2017-2019年を上回った。
• 進展度別では、限局が増加し、他は横ばい。コロナ禍前の

2017-2019年と比較しても、限局が増加しており、女性乳房と
子宮頸部の増加が寄与していた。
2022年は症例数が増加していた。がん検診等による発見は増加
し、がん検診実施部位の中では、乳房と子宮頸部がわずかに増
加していた。これらの部位では、限局が増加していた。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
2020年は短縮したが、2021年、2022年は日数が増加に転じ、内分泌療法以外は増加。
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施したもの。
〇観血的治療
…外科的治療、鏡視下治
療、内視鏡的治療のいず
れかを実施したもの。
〇非観血的治療
…放射線療法、化学療法、
内分泌療法のいずれかを
実施したもの。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
月別に見ると、内分泌療法以外、
1年を通して高い値で推移していた。



２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
男性はすべての治療で日数は増加。
女性は放射線療法と内分泌療法以外で日数が増加。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
年代別では、20歳未満で、外科的治療、放射線療法で増加。
20～30代では、鏡視下治療、化学療法で増加。

25



２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
40～60代では、内分泌療法を除くすべての治療で増加。
70代以上でも、内分泌療法を除くすべての治療で増加。
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２ 全施設合計・診断から治療開始までの日数
26部位中19部位で2021年よりも増加し、7部位で減少した。
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2021 57.3761.2652.1056.8142.9845.5641.4537.7038.3938.6437.3733.5733.6034.0133.2632.9025.7131.9533.5728.2927.9126.1327.7421.6421.7811.01
2022 62.7163.0159.5464.2251.4048.1250.3135.8439.1937.1745.6635.8936.4034.8134.0232.0429.4836.6644.2530.2426.5328.0025.3222.1218.18 8.79

2022年増加率 5.34 1.75 7.44 7.41 8.43 2.56 8.87 -1.86 0.80 -1.47 8.29 2.32 2.80 0.80 0.76 -0.86 3.77 4.71 10.68 1.95 -1.38 1.87 -2.42 0.49 -3.60 -2.22
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まとめ２
全施設での治療開始までの日数

• 2020年は短縮したが、2021年、2022年は日数が増加に転
じ、内分泌療法以外は増加。

• 月別に見ると、内分泌療法以外、1年を通して高い値で推
移していた。

• 男女とも、内分泌療法以外で日数は増加。
• 年代別では、各年代で日数が増加している治療が確認さ
れ、次のような違いがあった。
 20歳未満…外科的治療、放射線療法で増加
 20～30代…鏡視下治療、化学療法で増加
 40代以上…内分泌療法を除くすべての治療で増加。

• 26部位中19部位で2021年よりも増加し、7部位で減少した。
2022年は、治療開始までの日数は増加傾向にあることが確認さ
れた。コロナの流行により、がんの治療開始に遅れが出ている
可能性が考えられた。
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３ 施設別・責任症例数
2021年と比較すると、東北労災病院と東北医科薬科大学病院を除く6病院で増加。
増加した6病院では、いずれも2017-2019年よりも増加。
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３ 施設別・責任症例数
2021年よりも増加した3病院では、これまでよりも多い月があった。
2021年よりも減少した1病院では、すべての月でこれまでよりも少なかった。
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３ 施設別・責任症例数
2021年よりも増加した3病院では、これまでよりも多い月があった。
2021年よりも減少した1病院でも、これまでよりも多い月があった。
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３ 施設別・責任症例数
23部位中、12部位で増加し、10部位で減少、1部位で同数。
前立腺が増加。

32

年間10例未満の部位は除外
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３ 施設別・責任症例数
25部位中、13部位で増加、12部位で減少し、1部位で同数。
乳房、肺、前立腺が増加。

33
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３ 施設別・責任症例数
14部位中、4部位で増加、10部位で減少。
乳房が増加し、胃が減少。
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年間10例未満の部位は除外
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３ 施設別・責任症例数
22部位中、12部位で増加し、９部位で減少、2部位で同数。
前立腺、乳房、膀胱が増加。

35

年間10例未満の部位は除外
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３ 施設別・責任症例数
19部位中、7部位で増加し、10部位で減少、2部位で同数。
肺、前立腺、腎・尿路が増加。

36

年間10例未満の部位は除外
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2022 229 167 132 119 119 69 57 66 42 51 24 58 25 53 13 21 14 54 30

2022年増加率 2.7 -18.1 -25.4 -13.1 52.6 -8.0 -26.0 26.9 16.7 0.0 -17.2 -9.4 -35.9 89.3 -43.5 -4.5 27.3 14.9 0.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

50

100

150

200

250

責任症例数(東北医科薬科大学病院)



３ 施設別・責任症例数
22部位中、10部位で増加、12部位で減少。
乳房、前立腺が増加。

37

年間10例未満の部位は除外
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３ 施設別・責任症例数
23部位中、15部位で増加、8部位で減少。
乳房、結腸・直腸、前立腺が増加。
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年間10例未満の部位は除外
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３ 施設別・責任症例数
13部位中、6部位で増加し、7部位で減少。
結腸・直腸、肺、乳房で増加。

39

年間10例未満の部位は除外
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40

責任症例数の2021年増加率（%）

宮城県立が
んセンター

東北大学病
院

東北労災病
院

仙台医療セン
ター

東北医科薬
科大学病院

大崎市民病
院

石巻赤十字
病院

みやぎ県南
中核病院

口腔・咽頭 12.2 -6.2 0.0 93.3 -76.9 40.0 -28.6 75.0 

食道 14.3 -4.9 -3.8 -6.9 0.0 -35.2 2.4 -22.2 

胃 2.9 -19.9 -26.3 11.2 -18.1 -2.3 14.5 -6.4 

結腸 -0.9 3.8 -27.6 0.0 -25.4 -1.3 1.6 28.2 

直腸 11.0 5.2 -27.3 -9.8 -8.0 -18.9 30.1 26.7 

肝臓 3.6 -15.1 -26.9 -42.4 -35.9 -14.3 34.1 -4.2 

胆嚢・胆管 18.2 -14.7 25.0 -59.1 -4.5 -6.7 50.0 10.7 

膵臓 0.0 10.5 -62.5 4.3 -26.0 46.3 59.1 -5.4 

喉頭 26.1 -50.0 -14.3 37.5 14.3 75.0 -66.7 -

肺 -0.8 10.7 -24.1 -9.4 2.7 -10.1 -3.5 43.8 

骨・軟部 142.9 -4.2 - - -100.0 - 0.0 100.0 

皮膚 -40.0 15.7 8.8 30.4 0.0 -11.4 24.6 -4.5 

乳房 -12.2 15.4 13.1 7.6 -13.1 12.6 2.8 81.5 

子宮頸部 -1.6 -17.3 - 36.3 16.7 4.2 -31.3 50.0 

子宮体部 -14.0 0.0 - 14.5 -43.5 -6.8 -12.0 100.0 

卵巣 6.1 12.7 - 6.7 27.3 33.3 5.9 -

前立腺 21.0 18.8 -5.6 16.7 52.6 31.5 35.1 36.6 

膀胱 -3.6 23.9 3.3 26.8 -9.4 -14.4 -7.8 -30.0 

腎・尿路 -22.2 14.6 -46.9 9.5 26.9 -3.8 8.3 -8.7 

脳・中枢神経系 75.0 1.2 20.0 -28.1 89.3 16.7 40.0 28.6 

甲状腺 26.3 -12.3 -50.0 0.0 -11.1 37.5 50.0 -50.0 

悪性リンパ腫 -9.2 5.9 -9.5 -15.0 14.9 11.9 -4.9 -37.5 

多発性骨髄腫 4.5 15.4 -100.0 -20.6 42.9 55.6 -5.9 -

白血病 12.9 -23.4 - 5.6 -7.7 -3.2 -13.9 -

他の造血器腫瘍 -14.8 17.6 0.0 -2.1 -25.9 47.4 34.8 100.0 



３ 施設別・症例数（まとめ）
• 東北労災病院と東北医科薬科大学病院を除く6病院で増加
していた。

• 増加した6病院では、いずれも2017-2019年よりも増加し
た。

• 病院、また、部位により傾向に違いがあった。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、2020年、2021年に日数が短縮し、2022年に増加。
鏡視下治療と内視鏡的治療、放射線療法と化学療法で日数が増加。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2021年に続き2022年も日数が増加。
治療別ではすべての治療で日数が増加。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2020年、2021年に日数が短縮し、2022年は増加に転じた。
放射線療法以外のすべての治療で日数が増加。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2020年に日数が増加し、2022年になり再び増加。
化学療法以外のすべての治療で日数が増加。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2021年に日数が増加したが、2022年では短縮。
外科的治療以外のすべての治療で日数が短縮。

46

33.2 

41.6 
38.7 

45.7 
42.7 

39.4 

54.1 

47.7 

70.0 

32.3 

42.9 

36.2 

56.2 

39.8 

38.0 

61.9 

39.1 

110.2 

39.7 

51.8 

44.4 

62.7 

52.4 

43.9 

79.7 

46.8 

98.4 

37.9 

52.6 

37.6 

66.9 

51.3 

42.0 

71.0 

41.1 

46.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

全治療 観血的治療 非観血的治療 外科的治療 鏡視下治療 内視鏡的治療 放射線療法 化学療法 内分泌療法

診断日から治療開始までの平均日数(東北医科薬科大学病院)

2017-2019 2020 2021 2022



４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2020年に日数が短縮したが、2021年、2022年は増加に転じた。
外科的治療以外、すべての治療で日数が延長。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2021年に増加したが、2022年に短縮。
内視鏡的治療、放射線療法、化学療法で日数が増加。
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４ 施設別・診断から治療開始までの日数
全体（全治療）では、 2020年に日数が短縮したが、2021年、2022年は増加に転じた。
治療別にはすべての治療で日数が増加。
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４ 施設別・日数（まとめ）
• 全施設で見ると、2022年は日数が増加し、内分泌療法のみ
短縮していたが、施設別に見ると、治療内容によって傾向
は異なっていた。

50
2021年と比較して、増加（↑）、減少（↓）、同じ（→）

全治療 観血的治
療

非観血的
治療

外科的治
療

鏡視下治
療

内視鏡的
治療

放射線療
法

化学 内分泌療
法療法

全施設合計
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓

宮城県立がんセンター
↑ ↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓

東北大学病院
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

東北労災病院
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓ ↑ ↑

仙台医療センター
↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓ ↑

東北医科薬科大学病院
↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

大崎市民病院
↑ ↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

石巻赤十字病院
↓ ↓ ↑ ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ ↓

みやぎ県南中核病院
↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑


	新型コロナウイルス感染症の影響調査_集計結果_県HP公表1
	新型コロナウイルス感染症の影響調査�集計結果
	調査の方法
	収集症例数
	収集症例数と責任症例数
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	まとめ１�全施設での症例数
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	まとめ２　�全施設での治療開始までの日数

	新型コロナウイルス感染症の影響調査_集計結果_県HP公表2
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	３　施設別・症例数（まとめ）
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	４　施設別・日数（まとめ）


